
「できることを、できるときに、できるひとが」が合言葉 

学校ボランティアが活動しやすい環境づくり 

教科指導にもボランティアの力 

 住宅が増えている赤井南地区ですが、分校であった時代か

ら栽培活動を通じて教科指導の支援を進めてきています。 

 ２年生の生活科、３年生、５年生の社会科で地域の農業の

先生が活躍しています。子供たちに食べ物の大切さを教える

体験を大事にして、「子供たちの笑顔が見たい」、

「子供に関われて嬉しい」、「頼られることが嬉し

い」、そんな気持ちで取り組んでいます。今後も、先

生や子供の時間に合わせ、学校が必要とする活動のお

手伝いをできる範囲でしていきます。 

 赤井南小学校の学校ボランティアには、相談室の空いている

時間を活用して、ボランティアルームが用意されています。 

 そこには、ボランティアルームの表示がされ、活動をスムー

ズに進めるために、活動用具がまとめられているため、忙しい

先生方の手を煩わせることなく、あまり気を使うことなくス

ムーズに活動を進めています。 

 活動の終了後、部屋に用意されているお茶セットでくつろい

でいただきます。 

昨年６月２５日に行われた第２回学校運営協議会で、新型コ

ロナウィルス感染防止の取組に苦慮していることを学校から話

され、早速７月８日からボランティアによるトイレの消毒など

の協力が開始されました。 

 火曜日と金曜日は職員が行っていますが、月曜日、水曜日、

木曜日はボランティアの消毒等の支援が教職員の負担の軽減

になっています。 

 作業後、ボランティアのみなさんは相談室に用意されたお

茶でゆっくりしたあと帰宅されます。 
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ＰＴＡと連携して危険個所点検 

地域の企業の協力も得て、タイヤ遊具設置 

地域の実情に合わせた「地域安全の取組」 

開校当時の赤井南小学校周辺 

南っ子安全ネットワーク会議 朝夕の登下校見守り 

 年１回～２回開催される南っ子安全

ネットワーク会議、今年度は１１月２４

日（火）に行われました。会議のメン

バーは、防犯実働隊、民生委員、駐在所

長、育成会長、矢本二中生徒指導主任、

ＰＴＡ会長、ＰＴＡ副会長などです。 

 会議では、①生徒指導関係いじめ・不

登校の状況と対策、②生活安全関係、そ

して③保健室からの報告のあとに、地域

の安全安心に

関する情報交

換が行われま

した。 

 「子供たち

の挨拶は、と

ても気持ちが

良い。」、「子供たちか

らの清掃ボランティアへ

の運動会招待状がうれし

かった。」、「ＳＮＳの

問題は小さいうちから指

導すべき。」など活発に

意見交換がされました。 

 石巻市との境に位置する赤井南小学校は、その実情に合わせ

て地域安全の取組に力を入れています。 

 昭和６２年の開校当時は右の写真のような状況でしたが、東

松島市や石巻市の発展とともに住宅がたくさん建てられるよう

になり、不審者や交通事故が危惧されていました。 

 赤井南小学校の学校運営協議会では、地域安全についての協

議が重ねられ、地域のボランティアによる安全安心の活動が進

められています。 

 マイナス５度の凍てつ

く朝も、地域のボラン

ティアが子供たちの登校

を見守ります。 

 赤井南小学校の交通安

全ボランティアは、自治

会長やＰＴＡ会長などの保護者でおよそ１５人です。 

 学校前など学区内は、国道の混雑を回避するためか

通勤の車両が頻繁に通過します。そんな状況にボラン

ティアが立ち、子供たちの安全な登校を見守っていま

す。 

 また、不審者から子供たちを守る朝夕の巡回も続け

られています。 

ボランティアへの感謝の会 

 ２月９日、今年度の学校ボランティアへ

の感謝の会が開かれました。全校児童を代

表して、5年生45人が栽培や交通安全、掃除

ボランティアへのプレゼントや太鼓の演奏

などで感謝の気持ちを伝えました。 

 ボランティアの代表からは、「感動し

た。６年生でも頑張って。」の声が多く聞

かれました。 



宮城県東松島市矢本字上河戸36-1 

電話: ０２２５（８２）１１１１ 内線１２５１ 

FAX: ０２２５（８２）１８４５ 

電子メール:  

c-school@city.higashimatsushima.miyagi.jp 

東松島市教育委員会コミュニティ・スクール推進係 
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2020全国コミュニティ・スクール研究大会 

（栃木デジタルフォーラム） 

展望台デッキからの眺望 
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２月は、赤井南小学校の紹介です。 

第９号 

第３回学校運営協議会 開催 

東松島市教育委員会 

コミュニティ・スクール推進係 

 １２月、第３回学校運営協議会

が開かれ、学校からは児童の様

子や行事、校舎解体・改築の進

捗状況の説明が行われました。  

 協議では、次年度の学校経営

案に対する意見とボランティア

の人数を増やしていく方法につ

いて議論が行われました。 

 保護者など地域の様々な人と

協力し、児童の見守りを強化し

ていく予定です。「やれる範囲

でやれることをやる」をモッ

トーにし、交通安全指導だけで

はなく、学校備品の整理なども

サポートしていくような内容の

話し合いとなりました。 
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輝くひとみのきみが見たい 

   きみの輝く未来が見たい 

学校ボランティアが活動し

やすい環境づくり 

「できることを、できるとき

に、できるひとが」が合言葉 

教科指導にもボランティア

の力 

Page 1 

赤井南小の取組 

ご存じですか？ 

“新型コロナウイルス感染症を理由に差別や偏見などでつらい思いをしたら” 

   ▶  不安や悩みを受け止める相談窓口はこちら 

  24時間子供SOSダイヤル  0120-0-78310 

  子供の人権110番≪法務省≫  0120-007-110 

  いのちの電話の相談  0120-783-556 

  チャイルドライン（18歳までの子供が対象） 0120-99-7777 

  新型コロナこころの健康相談電話  050-3628-5672 


